
参考資料 2) マダニ媒介SFTSとは
重症熱性血小板減少症候群 (Severe fever with thrombocytopenia syndrome: SFTS)

少なくともフタトゲチマダニと
キチマダニが媒介する

資料は、JIHS感染症情報提供サイトhttps://id-
info.jihs.go.jp/surveillance/idwr/article/sfts/020/202505
23144135.html（2025年4月30日）を引用

合計 1,071名  
性別 男 538

女 533 
年齢 中央値 75歳  

〜20代 12
30代 15
40代 19  
50代 65 
60代 227 
70代 380  
80代 310 
90代 43西日本に多いが

徐々に東日本でも

これまでに1,071名（うち死亡
事例117件）の報告、増加傾向

患者発症月（2014〜2024年）
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潜伏期間は6日〜2週間で
4〜10月に多く発症 感染動物（ネコやイヌなど）

からも感染

60代以上の高齢者に多い

届出症例の推定感染地域
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愛玩動物のマダニ
対策も重要です

https://id-

